
日
曜
日
一
時
半
ニ
テ
一
晶
子
秀
子
同
車
三
プ
出
発

ス
、
弐
時
半
井
上
伯
、
兼
テ
通
知
ノ
通
リ
行
、
同

席
ハ
青
木
、
野
村
、
陸
奥
宗
光
、
沖
、
渋
沢
栄
一
、

益
田
、
同
志
社
新
島
襄
ナ
リ
、
同
志
社
学
校
ヲ
大

学
校
ニ
ス
ル
為
メ
、
廿
萬
円
資
本
ヲ
以
、
其
利
子

ニ
テ
維
持
ス
ル
事
、
右
資
本
ノ
内
拾
萬
円
ハ
、
米

国
ニ
テ
募
ル
見
込
三
丁
、
同
国
へ
向
出
発
云
々
、

五
萬
円
ハ
西
京
、
滋
賀
六
阪
地
方
ニ
テ
出
来
セ

良

此
新
学
校
ヲ
助
ク
ル
時
ハ
、
三
ツ
ノ
利
益
ア

?
 
3

り
、
δ
冨
誘
又
ぢ
岬
ヲ
防
キ
「
門
0
密
m
富
尋
ヲ
増
ス

事
、
人
物
ヲ
養
生
ス
ル
事
、
第
三
ハ
我
党
ヲ
増
ス

事
ノ
利
益
云
々
、

同
伯
ヨ
リ
晩
益
ア
リ
、
余
ハ
辞
シ
テ
築
地
二
帰

り
、
冨
子
秀
外
弐
名
ハ
七
時
半
ニ
テ
帰
港
ス
、

、ノ

(
本
文
は
横
霄
き
で
あ
る
が
、
縦
審
に
し
て
お
い
た
1
仲
村
)

汗

り
、
又
残
リ
五
萬
ハ
東
京
ニ
テ
応
募
者
ヲ
募
ル
云

々
、
同
伯
ヨ
リ
演
舌
ノ
趣
意
ハ
、
日
本
ハ
モ
ー
ラ

ル
ヲ
進
メ
δ
0
コ
0
-
0
仁
m
 
等
ヲ
進
メ
ル
云
々
、
人
ヲ

?
こ

栫
へ
ル
云
々
、
依
テ
新
島
ノ
新
学
校
を
成
賛
云

々
、
新
島
ハ
従
前
本
人
ノ
教
育
二
志
シ
タ
ル
履
歴
等

ヲ
演
舌
セ
リ
、
本
日
新
島
俄
二
病
気
発
シ
中
途
二

シ
テ
帰
ル
、

、ノ

こ
の
文
は
原
六
郎
が
日
記
の
明
治
二
十
一
年
四
月

二
十
二
日
の
項
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
記
は
皮

表
紙
の
手
帳
で
、
私
は
こ
の
一
節
を
十
年
前
に
東
京

品
川
御
殿
山
の
原
邸
で
撮
影
し
た
。
原
六
郎
の
日
記

は
す
べ
て
手
帳
で
、
雑
記
帳
を
あ
わ
せ
る
と
、
大
型

の
皮
ト
ラ
ン
ク
に
、
一
杯
あ
り
、
日
記
は
明
治
八
年

頃
か
ら
大
正
末
年
に
お
よ
ん
で
い
た
と
記
憶
す
る
。

原
の
記
帳
の
方
法
は
実
に
細
か
く
、
と
く
に
時
間
の

記
入
に
は
神
経
を
使
っ
て
い
る
。

こ
の
一
節
を
写
真
に
お
さ
め
た
の
は
、
昭
和
十

二
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
原
六
郎
翁
伝
』
中
巻
に
「
同

志
社
大
学
設
立
資
金
の
寄
附
」
と
い
う
項
が
あ
り
、

そ
の
中
に
日
記
が
引
用
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る

(
こ
の
一
節
は
中
巻
四
七
八
ペ
ー
ジ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、

編
者
が
都
合
の
よ
い
よ
う
に
番
き
換
え
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で

は
原
文
を
忠
実
に
紹
介
し
お
い
た
)
0

さ
て
こ
の
日
記
の
記
事
を
検
討
し
よ
う
。
四
月
二

U12

同志社人物誌(川

仲

盲▲

ノ＼

村
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十
二
日
の
会
合
は
井
上
馨
伯
爵
邸
で
お
こ
な
わ
れ

た
。
出
席
者
は
青
木
周
蔵
、
野
村
靖
、
陸
奥
宗
光
、

沖
守
固
、
渋
沢
栄
一
、
益
田
孝
、
原
六
郎
で
、
同
志

社
関
係
で
は
新
島
の
ほ
か
湯
浅
治
郎
、
徳
冨
猪
一

名
、

加
藤
勇
次
郎
で
あ
っ
た
。
青
木
、
野
村
、
陸
奥
、

良井
上
ら
は
明
治
二
十
年
代
の
政
界
の
主
要
メ
ン
バ
ー

で
あ
り
、
渋
沢
、
益
田
、
原
は
財
界
を
代
表
す
る
〆

ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
沖
は
因
幡
藩
出
身
で
原
と
は
年

来
の
知
己
で
あ
り
、
当
時
は
神
奈
川
県
知
事
の
職
に

あ
っ
た
。
こ
の
日
記
で
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
は
、

井
上
邸
で
の
新
島
の
演
説
の
内
容
で
あ
る
。
そ
れ
を

原
六
郎
は
三
点
に
ま
と
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

一
、
カ
ソ
リ
ッ
ク
勢
力
の
伸
長
を
防
ぎ
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
の
勢
力
を
増
強
す
る
こ
と
。

ニ
、
人
物
を
養
成
す
る
こ
と
。

三
、
わ
が
党
人
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
。

で
あ
る
。
三
の
「
我
党
人
L
 
と
い
う
の
は
、
新
島
の

用
語
で
は
同
志
社
人
と
同
義
で
あ
る
。
重
要
な
の
は

一
で
あ
る
。
新
島
が
同
志
社
大
学
を
設

立
す
る
目
的
の
第
一
に
、
カ
ソ
リ
ッ
ク

の
伸
長
を
予
防
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

を
増
勢
す
る
点
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
明
治
十
六
年

四
月
に
新
島
が
起
草
し
た
『
同
志
社
設

立
の
始
末
』
や
同
二
十
一
年
十
一
月
の

に
は

『
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意
』

、

「
カ
ソ
リ
ッ
ク
を
防
ぎ
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
を
増
す
事
」
に
該
当
す
る
文
西
は
片

か
ん
し
て
、
目
的
の
第
一
に
カ
ソ
リ
ッ
ク
を
予
防
す

る
た
め
だ
と
演
説
し
た
こ
と
に
は
、
二
つ
の
可
能
性

が
あ
る
。
ま
ず
、
新
島
は
現
実
に
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
脅

威
が
あ
ま
り
な
い
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
脅
威
を

も
ち
出
し
、
危
機
感
を
あ
お
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明

治
政
府
の
中
軸
を
占
め
る
人
た
ち
か
ら
、
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
の
拡
大
・
同
志
社
大
学
設
立
へ
の
援
助
を
え

よ
う
と
し
た
。
第
二
の
可
能
性
と
し
て
は
、
現
実
に

カ
ソ
リ
ッ
ク
の
脅
威
が
あ
り
、
憂
慮
し
た
新
島
自
身

が
こ
れ
を
防
御
す
る
九
め
に
も
同
志
社
大
学
設
立
の

必
要
が
あ
り
と
し
九
。

こ
の
二
つ
の
可
能
性
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
第

一
に
新
島
が
滞
在
し
た
十
九
世
紀
半
の
ニ
ユ
ー
・
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ソ
リ

ツ
ク
と
の
対
立
、
そ
の
対
立
の
中
で
新
島
は
、
カ
ソ

リ
ッ
ク
に
た
い
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
、

を
調
査
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
第
二
に
、
明
治

十
年
代
の
日
本
に
お
け
る
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
教
線
と
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教
線
の
あ
り
方
、
と
く
に
教
線
相

亙
の
葛
藤
状
況
を
見
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
第
三
に

は
、
明
治
政
府
が
明
治
十
年
代
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

と
カ
ソ
リ
ッ
ク
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
た
か
、
す

な
わ
ち
、
明
治
政
府
の
キ
リ
ス
ト
教
政
策
は
ど
ぅ
で

あ
っ
た
か
で
あ
る
。
以
上
の
三
点
を
正
確
に
見
き
わ

、
キ

、

こ
れ
は
ど
ぅ
い
う
こ
と
な
の
か
。
従

来
の
新
島
研
究
や
伺
志
社
研
究
で
、
こ

の
点
に
ふ
れ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
を
知

ら
な
い
。
新
島
が
同
志
社
大
学
設
立
に
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め
な
い
と
、
新
島
が
井
上
伯
邸
で
、
同
志
社
大
学
設

立
の
第
一
の
目
的
が
カ
ソ
リ
ッ
ク
防
御
に
あ
る
と
す

る
演
説
の
意
味
も
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
今
後
の
調
査
に
ま
つ
ほ
か
は
な
い
が
、
カ

ソ
リ
ッ
ク
の
脅
威
を
明
治
中
期
の
政
界
・
財
界
の
指

導
者
に
説
き
な
が
ら
、
一
般
向
け
の
「
同
志
社
大
学

設
立
の
旨
意
」
に
は
、
こ
れ
に
全
然
ふ
れ
て
い
な
い

と
い
う
新
島
の
意
図
を
、
わ
れ
わ
れ
は
ど
ぅ
理
解
す

べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

新
島
自
身
が
カ
ソ
リ
ッ
ウ
の
脅
威
を
実
感
し
、
日

本
の
将
来
の
た
め
に
こ
れ
を
排
す
べ
き
だ
と
考
え
て

の
井
上
伯
邸
で
の
演
説
と
な
っ
九
と
す
れ
ぱ
、
そ
こ

に
は
新
島
の
政
治
的
配
祭
赤
裸
々
に
表
現
さ
れ
て

い
る
と
見
ざ
る
を
え
な
い
。
つ
ま
り
、
演
説
は
新
島

の
ホ
ン
ネ
で
あ
り
、
『
伺
志
社
大
学
設
立
の
旨
意
』

は
ホ
ン
ネ
を
隠
し
た
タ
テ
マ
エ
と
い
う
こ
と
が
で
き

よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
ホ
ン
ネ
と
タ
テ
マ
エ
と

の
狭
問
に
は
、
新
島
に
。
信
教
の
自
由
'
に
ま
つ
わ

、
、

、
、
、

る
後
ろ
め
九
さ
と
、
カ
ソ
リ
ッ
ク
側
か
ら
の
反
発
に

、

、

九
い
す
る
恐
れ
が
あ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
の

で
あ
る
。

こ
の
募
金
演
説
の
あ
と
、
新
島
は
同
年
七
月
十
九

日
に
も
大
隈
伯
邸
で
演
説
し
、
こ
れ
が
奏
功
し
て
、

明
治
二
十
一
年
十
一
月
ま
で
に
、
大
隈
重
信
千
円
、

井
上
馨
千
円
、
青
木
周
蔵
五
百
円
、
渋
沢
栄
一
六
千

円
、
岩
崎
久
弥
二
千
五
百
円
、
平
沼
八
太
郎
二
千
五

百
円
、
大
倉
喜
八
郎
二
千
円
、
益
田
孝
二
千
円
、
岩

崎
弥
之
助
五
千
円
、
田
中
平
八
二
千
円
、
原
六
郎
六

千
円
の
寄
付
金
を
え
た
。
六
千
円
と
い
う
最
高
額
は

渋
沢
と
原
の
二
人
で
あ
る
。

で
は
原
六
郎
は
ど
ぅ
し
て
新
島
の
同
志
社
に
巨
額

を
拠
金
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ぎ
に
こ
の
点
に
つ

い
て
記
し
て
お
こ
う
。
明
治
二
十
三
年
一
月
二
十
二

日
の
原
六
郎
日
記
に
は
、
咋
夜
徳
冨
猪
一
郎
か
ら
の

霞
報
で
、
新
島
が
大
磯
で
危
篤
状
態
に
あ
る
と
の
こ

と
を
知
り
、
午
後
一
時
に
大
磯
で
新
島
と
徳
冨
に
面

談
し
、
徳
冨
か
ら
す
で
に
新
島
の
遺
言
を
書
き
留
め

た
こ
と
の
話
が
あ
っ
て
、
午
後
五
時
十
七
分
横
浜
へ

帰
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
原
六
郎
翁
伝
』

に
は
、
徳
冨
が
書
き
留
め
た
新
島
の
遺
言
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
前
日
の
二
十
一
日
の
日
付
で

「
謹
て
告
別
申
上
候
、
是
迄
同
志
社
大
学
の
為
め
に

は
不
一
方
御
高
配
被
成
下
候
儀
奉
感
偏
候
、
小
生
没

後
も
行
末
長
く
御
心
に
懸
け
被
成
下
度
乍
此
上
懇

請
申
上
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
大
学
設
立
の
募
金

に
最
高
額
を
出
資
し
、
臨
終
直
前
の
新
島
を
大
磯
に

見
舞
っ
て
い
る
原
六
郎
に
つ
い
て
、
現
在
の
同
志
社

人
は
あ
ま
り
に
も
無
関
心
で
あ
る
。
ち
な
み
に
昭
和

三
十
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
新
島
先
生
書
簡
集
続
』

所
収
の
「
新
島
襄
先
生
年
譜
」
に
も
、
原
六
郎
の
見

錘
い
の
一
件
は
記
入
さ
れ
て
い
な
い
。

さ
て
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
親
密
な
関
係
に
あ
る
原
と

新
島
と
の
初
対
面
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
『
原
六
郎
翁
伝
』
は

ふ
れ
て
い
な
い
が
、
幸
い
新
島
は
明
治
四
年
九
月
六

日
、
安
中
の
父
民
治
宛
の
書
簡
の
中
に
原
と
の
出
会

い
を
記
し
て
い
る
。
当
時
新
島
は
北
米
ア
ン
ド
バ
ー

滞
在
中
で
、
そ
の
書
簡
で
弟
雙
六
死
去
の
悲
報
に
接

し
、
父
母
に
た
い
す
る
慰
め
の
言
葉
を
つ
づ
っ
て
い

る
。
そ
の
一
節
を
引
用
し
よ
う
。

扱
て
、
雙
六
病
死
の
儀
は
兼
て
川
田
剛
先
生
よ

り
、
名
古
屋
藩
の
士
人
丹
羽
氏
に
托
し
て
過
は
せ

し
書
状
に
て
承
知
仕
候
。
如
伺
な
る
病
気
に
て
死

に
果
し
か
は
一
切
相
分
ら
ざ
る
に
付
、
兼
て
川
田

塾
に
こ
れ
あ
り
候
因
州
の
大
参
事
池
田
徳
潤
な
る

者
、
近
々
ア
ン
ド
ワ
近
傍
の
都
府
ボ
ス
ト
ン
へ
参

り
候
趣
聞
き
及
び
候
間
、
一
昨
日
当
所
へ
参
上
仕

り
、
池
田
氏
に
対
面
し
、
種
々
雙
六
の
事
御
尋
ね

候
處
、
一
切
病
気
の
事
相
分
り
兼
候
。
然
し
彼
所

に
池
田
の
同
藩
原
長
政
、
薩
州
佐
土
原
の
大
公
子

島
津
忠
亮
、
清
水
様
「
従
五
位
」
御
嫡
子
「
^
^
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歳
に
成
ら
れ
候
亜
国
へ

」
等
の
御
方
々
へ
対
顔
し
、
殊

悠
業
御
出
成
さ
れ
候

の
外
御
丁
寧
の
御
取
扱
に
あ
づ
か
り
申
候
。
一
咋

日
よ
り
今
朝
迄
は
池
田
氏
四
補
屋
に
逗
留
い
た

し
、
今
朝
小
子
の
親
友
ハ
ー
デ
ィ
ー
君
相
尋
ね
候

處
、
計
ら
ず
も
日
本
よ
り
の
書
状
彼
處
に
て
請
取

拝
見
仕
候
て
、
委
細
承
知
仕
候
。

こ
の
書
簡
に
よ
る
と
、
弟
雙
六
と
因
幡
藩
大
参
事

池
田
徳
潤
と
が
同
じ
川
田
塾
(
川
田
剛
は
備
中
松
山
藩

士
、
維
新
後
牛
込
で
塾
を
聞
く
。
漢
文
学
の
大
家
で
の
ち
貴
族

院
諺
員
。
川
田
順
の
父
)
の
塾
生
で
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
た
新
島
は
、
偶
然
ボ
ス
ト
ン
に
来
て
い
た
池
田

に
弟
の
病
気
の
こ
と
を
尋
ね
る
九
め
に
出
向
い
た
の

で
あ
る
。
池
田
徳
潤
は
因
暢
鳥
取
藩
池
田
慶
徳
の
分

家
筋
に
あ
た
り
、
播
磨
国
福
本
藩
一
万
石
余
の
藩
主

で
あ
る
。
明
治
三
年
に
福
本
藩
は
因
幅
藩
に
編
入
さ

れ
た
の
ち
、
三
十
万
石
以
上
の
藩
が
藩
費
留
学
生
二

人
を
出
す
こ
と
を
維
新
政
府
か
ら
指
令
さ
れ
九
因
幡

藩
は
、
こ
の
池
田
徳
潤
と
原
六
郎
と
の
二
人
を
ア
メ

り
力
へ
派
造
し
た
の
で
あ
り
、
明
治
四
年
九
月
に
は

二
人
は
ボ
ス
ト
ン
に
滞
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
新

島
は
弟
雙
六
と
同
塾
生
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
池
田

と
会
い
、
そ
の
さ
い
、
偶
然
に
池
田
と
同
宿
の
原
六

郎
と
会
、
つ
こ
と
に
な
っ
九
。
新
島
の
書
簡
に
「
池
田

の
同
藩
原
長
政
」
と
あ
る
の
が
ま
さ
し
く
原
六
郎

で
、
新
島
は
九
月
四
日
か
ら
九
月
六
日
朝
ま
で
の
三

日
閥
を
ボ
ス
ト
ン
の
池
田
の
宿
屋
で
原
六
郎
と
起
居

を
共
に
し
て
い
る
。
明
治
四
年
九
月
四
日
、
こ
の
日

が
新
島
と
原
と
の
籾
対
面
で
あ
り
、
新
島
の
没
す
る

前
日
の
明
治
二
十
三
年
一
月
二
十
二
日
に
い
た
る
二

十
年
が
両
者
の
交
際
の
期
問
で
あ
る
。

原
六
郎
、
本
名
進
藤
長
政
、
幼
名
俊
三
郎
は
、
但

馬
国
朝
来
郡
佐
中
村
(
現
兵
邱
県
朝
来
郡
朝
来
町
佐
也
で

天
保
卜
三
年
に
生
ま
れ
た
。
進
藤
家
は
地
主
で
庄

屋
で
あ
っ
た
(
佐
中
の
進
藤
床
(
元
三
井
船
舶
会
長
進
藤
孝

二
氏
管
理
)
に
元
和
年
問
の
検
地
帳
は
じ
め
壬
申
戸
籍
な
ど
多

数
の
地
方
文
霄
が
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
私
は
硴
認
し
て
い

る
)
。
安
政
二
年
に
養
父
郡
宿
南
村
の
青
谿
欝
に

入
門
し
北
垣
晋
太
郎
(
の
ち
の
京
都
府
知
事
)
と
知
り
あ

文
久
二
年
に
北
垣
ら
と
農
民
兵
を
組
織
す
る
こ

)
、
しと
を
計
画
し
、
翌
三
年
に
生
野
の
義
挙
を
準
備
し
、

兵
器
調
達
中
に
生
野
挙
兵
が
あ
っ
て
敗
れ
、
原
は
鳥

取
か
ら
長
州
へ
逃
亡
し
た
原
は
武
士
で
は
な
く
、

い
わ
ゆ
る
郷
士
の
身
分
に
あ
っ
六
。
こ
の
事
件
以

後
、
進
藤
俊
三
郎
は
進
藤
家
の
家
系
で
あ
る
藤
原
氏

の
「
原
」
を
逃
亡
中
の
変
名
と
し
て
使
用
し
、
こ
れ

が
原
の
生
涯
の
姓
と
な
る
の
で
あ
る
。
鳥
取
逃
亡
中

は
、
因
幡
藩
の
進
歩
派
河
田
佐
久
馬
と
知
り
あ
い
、

慶
応
元
年
、
二
十
四
歳
で
長
州
藩
守
備
隊
に
参
加

し
、
幕
府
の
長
州
再
征
に
さ
い
し
、
こ
れ
と
戦
い
、

同
三
年
、
山
口
の
明
倫
館
で
大
村
益
次
郎
に
フ
ラ
ン

ス
式
兵
学
を
教
わ
っ
て
い
る
。
同
四
年
一
月
、
鳥
羽

伏
見
で
戦
端
が
ひ
ら
か
れ
、
討
幕
戦
が
展
開
さ
れ
る

と
、
東
山
遭
参
謀
、
因
幡
藩
の
河
田
佐
久
馬
に
従

先
に
因
幡
・
長
州
藩
士
が
組
織
し
て
い
た
丹
波

)
、
しの
山
国
農
兵
隊
の
司
令
と
し
て
、
組
頭
藤
野
斎
ら
三

十
五
名
を
引
率
し
、
江
戸
か
ら
宇
都
宮
へ
転
戦
し
、

上
野
彰
義
隊
の
乱
や
小
田
原
城
攻
略
戦
か
ら
奥
羽
征

討
軍
に
参
加
し
(
山
国
隊
司
令
と
し
て
の
原
の
活
動
忙
つ
い

て
は
、
拙
著
『
山
国
隊
』
(
学
生
社
刊
)
を
参
照
さ
れ
九
い
)
、

五
稜
廓
攻
撃
の
の
ち
、
明
治
二
年
に
因
幡
藩
士
分
に

取
り
た
て
ら
れ
、
明
治
四
年
に
は
因
幡
藩
大
隊
長
に

任
命
せ
ら
れ
、
大
隊
長
と
し
て
池
田
徳
潤
と
と
も
に

欧
米
視
察
を
命
ぜ
ら
れ
、
同
年
七
剣
に
ア
メ
リ
カ
に

到
着
し
、
こ
の
年
の
九
月
四
日
に
ボ
ス
ト
ン
で
新
島

と
避
遁
し
た
の
で
あ
る
。
視
察
は
も
ち
ろ
ん
軍
事
上

の
も
の
で
あ
っ
九
。

こ
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
原
の
人
生
は
大
村
益
次
郎

の
下
で
の
維
新
政
府
軍
隊
の
育
成
に
終
わ
っ
た
で
あ

ろ
う
が
、
歴
史
の
偶
然
は
原
を
転
向
さ
せ
た
。
明
治

四
年
八
月
二
十
九
日
(
太
陽
麿
躯
新
政
府
が
断
行

し
た
廃
藩
置
県
策
は
海
外
留
学
生
に
大
き
な
影
糾
を
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師
大
村
益
次
郎
が
暗
殺
さ
れ
、
新
政
府
の
軍
隊
の
中

で
の
自
ら
の
将
来
に
不
安
を
抱
い
た
原
に
は
、
こ
の

機
会
は
絶
好
で
あ
っ
た
。
長
州
藩
系
列
に
属
す
る
因

幡
藩
に
籍
を
お
き
、
明
治
二
年
五
月
、
郷
士
か
ら
士

分
に
昇
格
さ
れ
た
と
は
い
え
、
薩
長
藩
閥
政
府
の
も

と
で
は
、
原
の
よ
う
な
出
自
で
は
不
安
が
つ
き
ま
と

つ
た
に
相
通
な
い
。
原
の
生
家
進
藤
家
は
地
主
で
あ

り
、
家
内
製
糸
工
場
を
も
経
営
し
て
い
た
。
し
た
が

つ
て
、
原
に
は
生
来
の
実
業
家
的
才
能
が
あ
り
、
こ

の
才
覚
が
生
野
の
変
に
さ
い
し
、
兵
器
調
達
の
任
に

生
か
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
原
の
留
学
中
の
ア
メ
リ

力
は
、
南
北
戦
争
直
後
で
紙
幣
が
暴
落
し
て
い
た
が
、

原
は
所
持
金
で
紙
幣
を
買
い
入
れ
銀
行
に
預
金
し
、

そ
の
紙
幣
の
昂
騰
を
待
ち
、
倍
額
近
い
金
を
え
て
、

こ
れ
を
基
金
に
修
学
し
九
。
以
後
、
原
の
勉
学
は
経

済
学
、
と
り
わ
け
金
融
論
、
銀
行
論
で
、
イ
ェ
ー
ル

大
学
と
、
英
国
に
渡
っ
て
は
キ
ン
グ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ

で
こ
れ
を
修
め
、
明
治
十
年
五
月
に
帰
国
し
た
の
ち
、

ま
ず
因
幡
藩
の
有
志
と
第
百
国
立
銀
行
設
立
に
加
わ

り
、
明
治
十
六
年
に
開
業
四
年
目
の
横
浜
正
金
銀
行

の
頭
取
と
な
っ
た
。
時
に
四
十
二
歳
で
あ
り
、
こ
れ

を
足
場
に
明
治
の
実
業
界
に
進
出
す
る
の
で
あ
る
。

さ
て
明
治
四
年
九
月
、
原
が
ボ
ス
ト
ン
の
宿
で
池

田
徳
潤
と
と
も
に
新
島
に
会
っ
て
の
ち
、
新
島
と
の

お
よ
ぽ
し
九
。
当
時
の
留
学
生
は
三
百
七
十
三
人

で
、
政
府
派
迪
が
二
百
五
十
六
人
、
藩
派
遣
が
百
十

七
人
で
あ
り
、
原
は
藩
か
ら
の
留
学
生
で
あ
っ
た
。

藩
か
ら
県
へ
の
切
り
換
え
の
の
ち
、
県
は
留
学
生
の

援
助
を
打
ち
切
っ
た
。
そ
こ
で
原
は
因
幅
藩
大
隊
長

と
藩
費
留
学
生
を
辞
し
、
自
費
で
修
学
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
し
て
原
の
修
学
の
対
象
は
軍

事
関
係
学
で
は
な
く
な
っ
九
。
明
治
二
年
十
一
月
に

関
係
は
ど
ぅ
で
あ
ろ
う
か
。
明
治
二
十
年
二
月
、
原

四
十
六
歳
の
と
き
、
奈
良
県
吉
野
の
山
林
地
主
で
当

ど
ぐ
ら

時
山
林
王
と
称
さ
れ
た
土
倉
庄
三
郎
の
長
女
冨
子
と

婚
約
す
る
。
仲
介
者
は
郷
里
の
青
谿
沓
院
で
の
同
門

の
北
垣
国
道
で
あ
り
、
北
垣
は
そ
の
時
京
都
府
知
事

で
あ
っ
た
。
原
に
と
っ
て
北
垣
は
多
感
な
青
春
時
代

に
生
死
を
共
に
し
た
友
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
北
垣
は

京
都
府
知
事
と
し
て
新
島
と
知
己
の
問
柄
に
あ
っ
九

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
新
島
は
と
く
に
大
学
設

立
に
つ
い
て
北
垣
と
接
触
を
保
っ
て
い
九
。

士
倉
庄
三
郎
に
は
十
人
の
子
供
が
あ
っ
た
。
五
人

が
女
、
五
人
が
男
で
あ
る
。
の
ち
長
女
が
原
六
郎
夫

人
、
次
女
が
外
務
大
臣
内
田
康
哉
夫
人
、
三
女
糸
、

四
女
小
糸
は
双
生
児
で
京
都
の
佐
伯
理
一
郎
夫
人
、

川
本
洵
蔵
夫
人
、
五
女
は
青
木
鉄
太
郎
夫
人
と
な
っ

よ
う

て
い
る
。
男
の
方
は
天
折
し
て
庄
三
郎
の
志
は
生
か

さ
れ
て
い
な
い
。
近
時
の
自
由
民
権
運
動
の
研
究
で

は
、
土
倉
庄
三
郎
が
運
動
の
パ
ト
ロ
ン
的
存
在
で

0
、ノ

あ
り
、
と
く
に
藩
閥
か
ら
除
外
さ
れ
た
旧
土
佐
藩
系

ひ

の
運
動
家
を
庇
護
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

加
え
て
板
垣
退
助
洋
行
賓
問
題
で
、
費
用
二
万
円
を

出
し
た
の
は
土
倉
庄
三
郎
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
(
土
倉
祥
子
『
評
伝
土
倉
庄
三
郎
』
、
平
井
良
明
「
板

垣
退
助
欧
遊
費
の
出
資
者
に
就
い
て
L
『
日
本
歴
史
』
二
三
八

原六郎と冨子夫人(1928年)-r原六郎翁伝.中巻より転載
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号
)
。
土
倉
は
子
供
の
教
育
に
は
熱
心
で
冨
子
、
政
子

ら
は
大
阪
の
梅
花
女
学
校
に
入
れ
た
が
や
が
て
同
志

社
女
学
校
に
転
校
さ
せ
た
。
政
子
は
デ
ン
ト
ン
女
史

の
勧
め
で
明
治
二
十
三
年
に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の

ブ
リ
ン
マ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
に
留
学
し
て
い
る
。
同
志

社
で
の
教
育
は
土
倉
の
子
女
を
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
し

た
が
、
と
り
わ
け
佐
伯
理
一
郎
夫
人
と
な
っ
た
糸
の

信
仰
は
熱
狂
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
士
倉
と
新
島
と

の
間
の
書
簡
を
見
る
と
、
新
島
が
同
志
社
発
展
の
た

め
に
土
倉
を
い
か
に
頼
り
に
し
て
い
る
か
明
ら
か
で

あ
る
。
こ
の
士
倉
1
新
島
の
関
係
が
京
都
府
知
事
北

埴
国
道
を
介
し
て
原
六
郎
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
の
で

あ
る
。明
治
二
十
一
年
二
月
、
四
十
七
歳
の
原
は
、
十
九

歳
の
土
倉
冨
子
と
祗
園
中
村
楼
で
挙
式
し
た
。
媒
酌

人
北
坦
国
週
と
旧
因
幡
藩
の
同
僚
で
神
奈
川
県
知
事

沖
守
固
が
奔
走
し
、
新
島
は
司
式
を
つ
と
め
て

し

る
。
原
は
先
に
遠
縁
の
橋
本
安
佐
と
結
婚
し
一
女
秀

子
を
も
う
け
て
い
る
が
、
明
治
十
八
年
に
離
別
し
て

い
る
。
冒
頭
に
あ
げ
た
日
記
に
「
冨
子
秀
子
同
車
二

テ
出
発
ス
」
と
あ
る
こ
の
二
人
は
、
新
妻
冨
子
と
先

妻
の
子
秀
子
で
あ
る
。
こ
の
挙
式
よ
り
二
か
月
あ
と

で
、
新
島
が
上
京
し
、
井
上
伯
邸
で
の
演
説
が
お
こ

な
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
原
が
新
妻
の
恩
師
で
、
し
か

も
男
と
き
わ
め
て
親
密
な
関
係
に
あ
り
、
自
ら
も
十

七
年
前
異
国
の
地
で
出
会
い
、
い
ま
婚
儀
の
司
式
を

果
た
し
て
く
れ
た
新
島
の
事
業
に
深
い
関
心
を
も
っ

て
出
席
し
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。

原
六
郎
は
明
治
・
大
正
の
日
本
実
業
界
の
指
導
者

と
し
て
生
き
、
昭
和
八
年
十
一
月
十
四
日
九
十
二
歳

で
死
去
す
る
。
夫
人
冨
子
は
同
志
社
以
来
の
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
で
あ
る
が
、
原
は
晩
年
東
京
大
手
町
教
会
で

内
村
鑑
三
の
説
教
に
聴
き
い
り
、
大
正
十
一
年
八
十

歳
に
し
て
入
信
し
、
臨
終
に
は
枕
頭
で
金
森
通
倫
が

最
後
の
祈
鱒
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

毎
年
十
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
る
平
安
神
宮
の
時

代
祭
の
先
頭
を
ゆ
く
農
兵
隊
の
祖
型
で
あ
る
丹
波
山

国
農
兵
隊
の
司
令
を
つ
と
め
、
明
治
の
実
業
界
の
指

導
者
と
な
っ
た
原
六
郎
の
名
前
を
知
る
人
は
、
い
ま

の
同
志
社
に
は
す
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
幾
を

払
う
た
め
に
一
文
を
草
し
た
の
で
あ
る
が
、
最
後
に

一
一
高
付
け
加
え
る
と
、
現
在
の
同
志
社
大
学
会
館
の

場
所
に
あ
っ
た
旧
文
化
学
科
研
究
室
、
通
称
「
北
寮
」

は
、
明
治
末
年
に
は
「
原
学
寮
L
 
と
い
わ
れ
、
原
の

寄
付
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
私
な
ど
も
昭
和
二
十

八
年
か
ら
三
十
一
年
ま
で
そ
の
建
物
で
講
義
を
う
け

た
も
の
の
一
人
で
あ
る
。
(
一
九
七
七
・
七
・
壬
◇

(
大
学
人
文
科
学
研
究
所
専
任
研
究
員
)

表
紙
に
寄
せ
て市

原
茂
行

香
真
館
(
チ
ャ
ペ
ル
講
堂
)
を
描
い
て
み

ま
し
た
。
香
里
の
丘
を
登
る
と
、
樹
闇
に
み

え
か
く
れ
し
て
力
強
く
、
美
し
い
姿
が
目
に

入
っ
て
く
る
。
桜
並
木
を
ぬ
け
き
る
と
威
風

堂
々
と
し
た
姿
を
目
の
あ
た
り
に
み
せ
る
。

真
理
の
追
求
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
姿
で
、
幾

万
の
友
を
送
り
出
す
に
ふ
さ
わ
し
い
威
厳
に

ま
わ

満
ち
た
姿
で
建
つ
。
廻
り
の
樹
々
も
、
若
き

香
里
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
若
々
し
い
姿

で
立
つ
。
生
徒
た
ち
が
大
き
く
成
長
す
る
こ

と
を
願
い
同
ル
守
り
、
や
が
て
自
か
ら
も
大
き

く
育
つ
こ
と
だ
ろ
う
。

若
く
、
美
し
く
、
力
強
く
、
堂
々
と
し
た

香
真
館
、
そ
ん
な
姿
を
描
い
て
み
た
か
っ

た
。
美
し
く
、
堂
々
と
し
た
香
真
館
を
描
く

の
に
幾
多
の
構
図
が
考
え
ら
れ
た
が
、
結
局

は
丘
を
登
り
つ
め
た
所
、
斜
め
正
而
か
ら
の

姿
に
お
ち
つ
い
て
し
ま
っ
た
。

(
番
里
中
・
高
教
諭
・
美
術
)


